
新潟 市景 観 計画 新旧 対照 表  
変  更  案  現     行  

新 潟  市  景  観  計  画  

 

 

１  景観 計 画区 域 (法第 ８条 第 ２項 第１ 号関 係 ) 

 

 

２  良好 な 景観 の形 成に 関す る 方針 (法 第８ 条第 ３ 項関 係 ) 

 

 

３  良好 な 景観 の形 成の ため の 行為 の制 限に 関す る 事項 (法 第８ 条第 ２ 項第 ２号 関係 )  
 
(１ ) 一般区 域  (略 )  
 
(２ ) 特別区 域  
 
ア  二葉町 １丁目１ 区地区  （ 略 ）  
届出対象行 為  （ 略 ）  
景観形成基 準  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

意 匠 ・  
色 彩  

● 周 辺 の 文 化 施 設 や 古 く か ら の 建 造 物 が 醸 し だ す 深 み の あ る ま ち な み の 風

情 に 配 慮 し ，閑 静 な 住 宅 地 と 調 和 し た 意 匠・色 彩 と す る よ う 努 め る こ と 。 
● 外 観 を 常 に 美 し く 保 つ よ う そ の 維 持 管 理 に 努 め る こ と 。  

照 明  
設 備  

● 敷 地 の 道 路 と 接 す る 部 分 に は ， 門 灯 等 の 照 明 設 備 を 設 置 し ， 安 全 で 明 る

い 夜 の ま ち な み づ く り に 努 め る こ と 。  

外 構 及  
び 植 栽  

● 敷 地 内 の 緑 化 を 進 め ， 古 木 が あ る 場 合 は こ れ を 活 か し た 緑 豊 か な 空 間 づ

く り に 努 め る こ と 。  
● 道 路 と 接 す る 部 分 は ， 原 則 と し て 生 け 垣 を 設 け ， 緑 多 い ま ち な み づ く り

に 努 め る こ と 。  
た だ し ，止 む を 得 ず コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 そ の 他 で 遮 へ い す る 場 合 は ，

ツ タ 類 で 覆 う な ど の 工 夫 を 図 る こ と 。  
● 花 を 植 え 四 季 折 々 の 楽 し み を 提 供 で き る よ う に ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に

花 壇 の 設 置 や 鉢 の 置 き 場 な ど の 確 保 に 努 め る こ と 。  
● 植 栽 さ れ た 樹 木 等 を ， 常 に い き い き と 美 し く 保 つ よ う ， そ の 維 持 管 理 に

努 め る こ と 。  

工

作

物  

よ う 壁  
面 ・  
法 面  

● よ う 壁 の 仕 上 げ は ， 石 積 み 又 は 表 面 を ツ タ 類 で 覆 う 等 ， 人 工 的 な 表 現 を

和 ら げ 周 辺 と 調 和 を し た も の と す る よ う 努 め る こ と 。  
● 法 面 は ， 樹 木 又 は 草 花 を 植 え る な ど 自 然 的 な 景 観 の 確 保 に 努 め る こ と 。  

そ の 他  ● 低 層 住 宅 地 に 配 慮 し た 高 さ や 形 状 と し ， 色 彩 は 周 辺 と 調 和 し た も の と す

新 潟  市  景  観  計  画  

 

 

１  景観 計 画区 域 (法第 ８条 第 ２項 第１ 号関 係 )（ 略 ）  

 

 

２  良好 な 景観 の形 成に 関す る 方針 (法 第８ 条第 ３ 項関 係 ) （ 略）  

 

 
３  良好 な 景観 の形 成の ため の 行為 の制 限に 関す る 事項 (法 第８ 条第 ２ 項第 ２号 関係 ) 

 

(１ ) 一般区域  (略 ) 

 
(２ ) 特別区域  

 

ア  二葉町 １丁目１ 区地区  （ 略 ）  

届出対象行 為  （ 略 ）  

景観形成基 準  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

意 匠 ・  
色 彩  

● 周 辺 の 文 化 施 設 や 古 く か ら の 建 造 物 が 醸 し だ す 深 み の あ る ま ち な み の 風

情 に 配 慮 し ，閑 静 な 住 宅 地 と 調 和 し た 意 匠・色 彩 と す る よ う 努 め る こ と 。 
● 外 観 を 常 に 美 し く 保 つ よ う そ の 維 持 管 理 に 努 め る こ と 。  

照 明  
設 備  

● 敷 地 の 道 路 と 接 す る 部 分 に は ， 門 灯 等 の 照 明 設 備 を 設 置 し ， 安 全 で 明 る

い 夜 の ま ち な み づ く り に 努 め る こ と 。  

外 構 及  
び 植 栽  

● 敷 地 内 の 緑 化 を 進 め ， 古 木 が あ る 場 合 は こ れ を 活 か し た 緑 豊 か な 空 間 づ

く り に 努 め る こ と 。  
● 道 路 と 接 す る 部 分 は ， 原 則 と し て 生 け 垣 を 設 け ， 緑 多 い ま ち な み づ く り

に 努 め る こ と 。  
た だ し ，止 む を 得 ず コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 そ の 他 で 遮 へ い す る 場 合 は ，

ツ タ 類 で 覆 う な ど の 工 夫 を 図 る こ と 。  
● 花 を 植 え 四 季 折 々 の 楽 し み を 提 供 で き る よ う に ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に

花 壇 の 設 置 や 鉢 の 置 き 場 な ど の 確 保 に 努 め る こ と 。  
● 植 栽 さ れ た 樹 木 等 を ， 常 に い き い き と 美 し く 保 つ よ う ， そ の 維 持 管 理 に

努 め る こ と 。  

工

作

物  

よ う 壁  
面 ・  
法 面  

● よ う 壁 の 仕 上 げ は ， 石 積 み 又 は 表 面 を ツ タ 類 で 覆 う 等 ， 人 工 的 な 表 現 を

和 ら げ 周 辺 と 調 和 を し た も の と す る よ う 努 め る こ と 。  
● 法 面 は ， 樹 木 又 は 草 花 を 植 え る な ど 自 然 的 な 景 観 の 確 保 に 努 め る こ と 。  

そ の 他  ● 低 層 住 宅 地 に 配 慮 し た 高 さ や 形 状 と し ， 色 彩 は 周 辺 と 調 和 し た も の と す

意見照会第１号 

参考資料 
資料３ 



 
 
イ  信濃川 本川大橋 下流沿岸地 区  
届出対象行 為  
一般区域と 同じとす る。  

 
景観形成基 準  

対象事項  景観形成基 準 (行為 制限 ) 

建 

築 

物 

配置  

●河川、道 路、公園 など優れた 地域の特 性を活用す るよう努 めること。  

●周辺建築 物の壁面 の位置を考 慮し、調 和を図るよ う努める こと。  

●信濃川沿 いの道路 に接する部 分につい ては、セッ トバック などにより 、

歩行者等に 圧迫感を 与えないよ う努める こと。  

●対 岸か ら の眺 望景 観に 配慮 し 、道 路 ･隣地 間の 距 離を 確保 して 背後 の街

並みが見え るよう努 めること。  

意匠  

●建築物全 体が統一 感のある意 匠となる よう努める こと。  

●道路に面 する外壁 だけでなく 、側面に ついても配 慮するこ と。  

●対岸から の眺望景 観に配慮し 、長大な 壁面は避け 、開放感 と広がりの あ

る景観とな るよう努 めること。  

高さ  

●開放感の ある景観 となるよう 、高さは ５０メート ル以下と すること。た

だし、以下 のいず れ かに該当す る場合は 、それぞれ に定め る ところによ

ることがで きる。  

（ア）平成 19 年４ 月１日時点 に現に存 する建築物 又は現に 建築中の建

築物で、高さ５０ メ ートルを超 えていた 建築物の新 築、増 築 、改

築又は移転 について は、既存の 高さ以下 とすること 。  

（イ）都市 再生緊急 整備地域（ 都市再生 特別措置法 （平成 14 年法律第

22 号）第２条 第３項 に規定する 地域。）内の建築物 で、新潟 市景

観審議会の 意見を聴 いて、市長 が特に 良 好な景観形 成を図る こと

ができると 認めた建 築物の新築、増築、改 築又は移転 について は、

市長が認め た高さ以 下とするこ と。  

色彩  

● 道 路 そ の 他 の 公 共 の 場 所 か ら 見 え る 部 分 の 勾 配 屋 根 並 び に 外 壁 及 び 柱

等の色彩は 、マンセ ル値による ものとし 、次の表の とおりと すること 。

ただし、表 面に装飾 的な着色を 施してい ない自然素 材（石、 木、土等 ）

本来の色は 、この限 りでない。  

 

の 工 作  
物  

る よ う 努 め る こ と 。  

そ

の

他  

建 築 物

敷 地 以

外 の 土

地  

● 駐 車 場 又 は 空 き 地 等 の 建 築 物 敷 地 以 外 の 土 地 の 道 路 と 接 す る 部 分 は ， 原

則 と し て 生 垣 を 設 け ， 緑 の 連 続 性 の あ る ま ち な み づ く り に 努 め る こ と 。  
た だ し ， 止 む を 得 ず コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 そ の 他 で 遮 へ い す る 場 合 は ，

ツ タ 類 で 覆 う な ど の 工 夫 を 図 る こ と 。  

 

 

イ  信濃川 本川大橋 下流沿岸地 区  
届出対象行 為  
一般区域と 同じとす る。  

 
景観形成基 準  

対象事項  景観形成基 準 (行為 制限 ) 

建 

築 
物 

配置  

●河川，道 路，公園 など優れた 地域の特 性を活用す るよう努 めること。  

●周辺建築 物の壁面 の位置を考 慮し，調 和を図るよ う努める こと。  

●信濃川沿 いの道路 に接する部 分につい ては、セッ トバック などにより、

歩行者等に 圧迫感を 与えないよ う努める こと。  

●対 岸か ら の眺 望 景 観に 配慮 し 、道 路 ･隣地 間の 距 離を 確 保 して 背後 の街

並みが見え るよう努 めること。  

意匠  

●建築物全 体が統一 感のある意 匠となる よう努める こと。  

●道路に面 する外壁 だけでなく ，側面に ついても配 慮するこ と。  

●対岸から の眺望景 観に配慮し 、長大 な 壁面は避け 、開放 感 と広がりの あ

る景観とな るよう努 めること。  

高さ  

●できる限 り突出感 を与えない よう努め るとともに，ス カイ ラインの連 続

性に配慮す ること。  

● ス カ イ ラ イ ン の 連 続 性 を 保 つ た め ， 高 さ を ５ ０ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

色彩  

●周辺の環 境や建築 物との調和 を図り，圧迫感や突 出感を与 えないよう に

するため，外観 の基 調色は，マンセ ル値 によるもの とし，彩 度６以下と

すること。また，明 度４以上と なるよう 努めること。さ らに ，色相がＲ，

ＹＲ，Ｙの 場合は彩 度４以下， 色相がＧ Ｙ，Ｇ，Ｂ Ｇ，Ｂ， ＰＢ，Ｐ，

ＲＰの場合 は彩度２ 以下となる よう努め ること。  

の 工 作  
物  

る よ う 努 め る こ と 。  

そ

の

他  

建 築 物

敷 地 以

外 の 土

地  

● 駐 車 場 又 は 空 き 地 等 の 建 築 物 敷 地 以 外 の 土 地 の 道 路 と 接 す る 部 分 は ， 原

則 と し て 生 垣 を 設 け ， 緑 の 連 続 性 の あ る ま ち な み づ く り に 努 め る こ と 。  
た だ し ， 止 む を 得 ず コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 塀 そ の 他 で 遮 へ い す る 場 合 は ，

ツ タ 類 で 覆 う な ど の 工 夫 を 図 る こ と 。  



みなとゾー ン（信濃 川河口から 柳都大橋 ）  

色相  ３階以下の 外壁等  ４階以上の 外壁等  勾配屋根  

明度  彩度  明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ４以上  

8.5 以下  

―  ６以上  

９以下  

―  ４以上  

９以下  

―  

５ＹＲ

～５Ｙ  

４以下  ６以上  

８未満  

４以下  ４以上  

８未満  

４以下  

８以上  

９以下  

２以下  ８以上  

９以下  

２以下  

上記  

以外  

２以下  ６以上  

９以下  

１以下  ４以上  

９以下  

１以下  

 

 萬代橋ゾ ーン（柳 都大橋から 八千代橋 ）  

色相  ３階以下の 外壁等  ４階以上の 外壁等  勾配屋根  

明度  彩度  明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ４以上

8.5 以下  

―   ６以上

8.5 以下  

―   ４以上

8.5 以下  

―   

５ＹＲ

～５Ｙ  

４以下  ６以上

８未満  

４以下  ４以上

８未満  

４以下  

８以上

8.5 以下  

２以下  ８以上

8.5 以下  

２以下  

上記  

以外  

１以下  ６以上

8.5 以下  

１以下  ４以上

8.5 以下  

１以下  

 

河川ゾーン （八千代 橋から本川 大橋）  

色相  ３階以下の 外壁等  ４階以上の 外壁等  勾配屋根  

明度  彩度  明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ３以上  

8.5 以下  

―  ６以上  

９以下  

―  ４以上  

９以下  

―  

１０Ｒ

～５Ｙ  

６以下  ６以上  

８未満  

４以下  ４以上  

８未満  

４以下  

８以上  

９以下  

２以下  ８以上  

９以下  

２以下  

上記  

以外  

２以下  ６以上  

９以下  

１以下  ４以上  

９以下  

１以下  

 

●色数は、 できる限 り少なくす るととも に、複数の 色を使用 する場合は 、

色の三属性（ 色相：色あい、明度：明る さ、彩度：あざ やか さ）の対比

が強くなら ないよう 努めること 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●色数は， できる限 り少なくす るととも に，複数の 色を使用 する場合は，

色の三属性（ 色相：色あい，明度：明る さ，彩度：あざ やか さ）の対比

が強くなら ないよう 努めること 。  

 



●強調色（アク セン トカラー ）につ いて は、使用 部分を ３階 以下の部分 に

限るものと し、その 使用面積（複数 の強 調色を使用 する場合 は、合計 使

用面積）は 、使用 す る壁面の３ 階以下部 分の面積の ２０分の １以下とす

ること。ただ し、萬代 橋ゾーンの 強調色に ついては次 の表のと おりとし 、

表面に装飾 的な着色 を施してい ない自然 素材（石、木、土 等 ）本来の色

は、この限 りでない 。  

色相  明度  彩度  

無彩色  ３以上 8.5 以下  ―   

５ＹＲ～５ Ｙ  ３以上 8.5 以下  ６以下  

上記以外  ３以上 8.5 以下  ２以下  

 

 

仕上

げ材  

●汚れに耐 え、損傷 、色があせ ないなど の材料の使 用に努め ること。  

●面積の大 きい屋根 や外壁は 、光沢の 強 い材料の使 用を避け るように努 め

ること。  

建築

物上  

部  

●建築物本 体と一体 的なデザイ ンとし 、建築物上部 の形態を 整えるよう 努

めること。  

●屋根の形 態は、街 並みとの調 和に配慮 すること。  

設備  

●道路から できるだ け見えにく い位置に 設置するよ う努める こと。  

●屋上設備 は、壁面 を立ち上げ るか、又 はルーバー 等により 適切な覆い で

隠すよう努 めること 。  

●壁面設備 は、壁 面 と同一の色 調とする など建築物 全体との 調和に努め る

こと。  

●排気塔や 換気フー ド等は十分 に意匠を 検討し、目立たな い ような配慮 を

すること。  

●窓面から の透過光 や壁面、植 栽のライ トアップ、信濃川の 水面への映 り

込みなど、上質な 夜 間景観を演 出するた め、適切に 照明設 備 を設置する

よう努める こと。  

●対岸から 直接光源 が見えない よう、照 明の配置や 光源の遮 蔽に配慮す る

こと。  

●照明の色 温度は、 ３０００Ｋ （ケルビ ン）以下と するよう 努めること 。 

●照明は輝 度の高い ものを避け るよう努 めること。  

●点滅・回 転する照 明、輝度の 変化する 照明は、地 上１０ｍ 以下に用い 、

その速度を 緩やかな ものとする よう努め ること。  

屋 外 階 段  

ﾊ ﾞ ﾙ ｺ ﾆ

ｰ 

等  

●建築物全 体として まとまりの ある位置 、意匠とす るよう努 めること。  

● 建 築 物 が 好 ま し い 表 情 を 持 つ よ う な 形 状 、 色 彩 と な る よ う 配 慮 す る こ

と。  

附属  

建築

●まち並み の統一感 を乱さない 配置に努 めること。  

●建築物本 体と調和 するよう努 めること 。  

●アクセン トカラー を使用する 場合は小 面積とし，基調 色と の調和に努 め

ること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕上

げ材  

●汚れに耐 え，損傷 ，色があせ ないなど の材料の使 用に努め ること。  

●面積の大 きい屋根 や外壁は，光沢 の強 い材料の使 用を避け るように努 め

ること。  

建築

物上  

部  

●建築物本 体と一体 的なデザイ ンとし，建築物上部 の形態を 整えるよう 努

めること。  

●屋根の形 態は，街 並みとの調 和に配慮 すること。  

設備  

●道路から できるだ け見えにく い位置に 設置するよ う努める こと。  

●屋上設備 は，壁 面 を立ち上げ るか，又 はルーバー 等により 適切な覆い で

隠すよう努 めること 。  

●壁面設備 は，壁面 と同一の色 調とする など建築物 全体との 調和に努め る

こと。  

●排気塔や 換気フー ド等は十分 に意匠を 検討し，目立た ない ような配慮 を

すること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外階段 

ﾊ ﾞ ﾙ ｺ ﾆ

ｰ 

等  

●建築物全 体として まとまりの ある位置 ，意匠とす るよう努 めること。  

● 建 築 物 が 好 ま し い 表 情 を 持 つ よ う な 形 状 ， 色 彩 と な る よ う 配 慮 す る こ

と。  

附属  

建築

●まち並み の統一感 を乱さない 配置に努 めること。  

●建築物本 体と調和 するよう努 めること 。  



物等  ●緑化等で 目立たな いよう工夫 すること 。  

外構

及び

植栽  

●道路との 境界部は 歩行者空間 とのつな がりに配慮 し、建 築 物の前面に ゆ

とりとうる おいのあ る空間の確 保に努め ること。  

●塀、柵等 はデザイ ンを工夫す るととも に、色彩は 周囲に溶 け込むよう 努

めること。  

●敷地境界 部は生垣 による緑化 の推進に 努めること 。  

●地域にあ った樹木 などにより 四季の演 出を考慮し た植栽に 努めること 。 

●できるだ け高木性 の樹木を多 く植える よう努める こと。  

●既存の樹 木を適切 に保全する よう努め ること。  

●駐車場に は植栽等 により、道路等外 部 からの景観 に配慮す るよう努め る

こと。  

●大規模な 駐車場は 、緑化舗装 や高木性 の樹木など により、修景に努め る

こと。  

●道路から 直接駐車 する方式は 避けるよ う努めるこ と。  

●ごみ置場 は、収集 口が道路側 に直接面 しないよう 努めると ともに、建 築

物本体との 統一性を もたせ、植 栽による 修景にも配 慮するこ と。  

工 

作 

物 

意匠  

●周囲に与 える突出 感、違和感 を軽減す るよう努め ること。  

●通信用鉄 塔等は、できるだけ 高さを抑 え、形状を 細くする よう努める こ

と。  

色彩  

●道路その 他の公共 の場所から 見える部 分の色彩は 、マン セ ル値による も

のとし、次 の表のと おりとする こと。  

 

みなとゾー ン（信濃 川河口から 柳都大橋 ）  

色相  １０ｍ以下 の壁面等  １０ｍ以上 の壁面等  

明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ４以上 8.5 以下  ―  ６以上９以 下  ―  

５ＹＲ～５ Ｙ  ４以下  ６以上８未 満  ４以下  

８以上９以 下  ２以下  

上記以外  ２以下  ６以上９以 下  １以下  

 

 萬代橋ゾ ーン（柳 都大橋から 八千代橋 ）  

色相  １０ｍ以下 の壁面等  １０ｍ以上 の壁面等  

明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ４以上 8.5 以下  ―   ６以上 8.5 以下  ―  

５ＹＲ～５ Ｙ  ４以下  ６以上８未 満  ４以下  

８以上 8.5 以下  ２以下  

上記以外  １以下  ６以上 8.5 以下  １以下  

 

 

物等  ●緑化等で 目立たな いよう工夫 すること 。  

外構

及び

植栽  

●道路との 境界部は 歩行者空間 とのつな がりに配慮 し，建築 物の前面に ゆ

とりとうる おいのあ る空間の確 保に努め ること。  

●塀，柵 等はデザ イ ンを工夫す るととも に，色彩 は周囲に 溶 け込むよう 努

めること。  

●敷地境界 部は生垣 による緑化 の推進に 努めること 。  

●地域にあ った樹木 などにより 四季の演 出を考慮し た植栽に 努めること。 

●できるだ け高木性 の樹木を多 く植える よう努める こと。  

●既存の樹 木を適切 に保全する よう努め ること。  

●駐車場に は植栽等 により，道路等 外部 からの景観 に配慮す るよう努め る

こと。  

●大規模な 駐車場は ，緑化舗 装や高木 性 の樹木など により ，修景に努め る

こと。  

●道路から 直接駐車 する方式は 避けるよ う努めるこ と。  

●ごみ置場 は，収 集 口が道路側 に直接面 しないよう 努めると ともに，建築

物本体との 統一性を もたせ，植 栽による 修景にも配 慮するこ と。  

工 

作 
物 

意匠  

●周囲に与 える突出 感，違和感 を軽減す るよう努め ること。  

●通信用鉄 塔等は ，できるだけ 高さを抑 え，形状 を細くす る よう努める こ

と。  

色彩  

●周辺景観 との調和 に配慮し，基調 色は けばけばし くならな いよう努め る

こと。  

●通信用鉄 塔等は， 周辺環境に 溶け込む よう努める こと。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



河川ゾーン （八千代 橋から本川 大橋）  

色相  １０ｍ以下 の壁面等  １０ｍ以上 の壁面等  

明度  彩度  明度  彩度  

無彩色  ３以上 8.5 以下  ―  ６以上９以 下  ―  

１０Ｒ～５ Ｙ  ６以下  ６以上８未 満  ４以下  

８以上９以 下  ２以下  

上記以外  ２以下  ６以上９以 下  １以下  

 

●強調色（アク セン トカラー ）につ いて は、使用 部分を 地上 １０メート ル

以下の部分 に限るも のとし、そ の使用 面 積（複数の 強調色 を 使用する場

合は 、 合計 使用 面 積 ）は 、 使用 する 壁 面 の地 上 10ｍ以 下 の 部分 の 面積

の２０分の １以下と すること。ただし 、萬代橋ゾー ンの強調 色について

は 次 の 表 の と お り と し 、 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（石、木、 土等）本 来の色は、 この限り でない。  

色相  明度  彩度  

無彩色  ３以上 8.5 以下  ―   

５ＹＲ～５ Ｙ  ３以上 8.5 以下  ６以下  

上記以外  ３以上 8.5 以下  ２以下  

 

 

 

植栽  

●地域にあ った樹木 などにより 四季の演 出を考慮し た植栽に 努めること 。 

●できるだ け高木性 の樹木を多 く植える よう努める こと。  

● 周 囲 に 与 え る 圧 迫 感 や 威 圧 感 を 軽 減 す る よ う 敷 地 周 囲 の 植 栽 に 努 め る

こと。  

土地の  

形質の  

変更  

●法面緑化 や擁壁の 前部緑化な どにより 、周辺に 与える圧 迫 感や違和感 を

軽減するよ う努める こと。  

●周囲と調 和できる ような形態 、色彩と なるよう努 めること 。  

 
 
ウ  旧齋藤 家別邸周 辺地区  （ 略 ）  
届出対象行 為  （ 略 ）  
景観形成基 準  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  ● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 ， か つ ， ３ 階 建 て 以 下 と す る こ と 。  

配 置  
● 通 り に 面 す る ３ 階 以 上 の 壁 面 は ， 通 り 側 へ の 圧 迫 感 を 考 慮 し ， 通 り か ら

後 退 す る よ う 努 め る こ と 。  
形 態 意  
匠 及 び  

● 歴 史 的 建 造 物 が 建 ち 並 ぶ ま ち な み の 景 観 と 調 和 し た 落 ち 着 い た 形 態 意 匠

及 び 色 彩 と す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽  

●地域にあ った樹木 などにより 四季の演 出を考慮し た植栽に 努めること。 

●できるだ け高木性 の樹木を多 く植える よう努める こと。  

● 周 囲 に 与 え る 圧 迫 感 や 威 圧 感 を 軽 減 す る よ う 敷 地 周 囲 の 植 栽 に 努 め る

こと。  

土地の  

形質の  

変更  

●法面緑化 や擁壁の 前部緑化な どにより ，周辺に与える 圧迫 感や違和感 を

軽減するよ う努める こと。  

●周囲と調 和できる ような形態 ，色彩と なるよう努 めること 。  

 
 
ウ  旧齋藤 家別邸周 辺地区  （ 略 ）  

届出対象行 為  （ 略 ）  
景観形成基 準  

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  ● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 ， か つ ， ３ 階 建 て 以 下 と す る こ と 。  

配 置  
● 通 り に 面 す る ３ 階 以 上 の 壁 面 は ， 通 り 側 へ の 圧 迫 感 を 考 慮 し ， 通 り か ら

後 退 す る よ う 努 め る こ と 。  
形 態 意  
匠 及 び  

● 歴 史 的 建 造 物 が 建 ち 並 ぶ ま ち な み の 景 観 と 調 和 し た 落 ち 着 い た 形 態 意 匠

及 び 色 彩 と す る こ と 。  



色 彩  ● 道 路 か ら 見 え る 部 分 は ， 和 の 風 情 に 配 慮 し た 形 態 意 匠 と す る よ う 努 め る

こ と 。  
● 屋 根 の 形 状 は ， 勾 配 屋 根 と す る な ど ， 周 辺 の 景 観 と の 調 和 に 配 慮 す る こ

と 。  
● 木 材 や 漆 く い ， 石 ， 日 本 瓦 等 の 伝 統 的 な 素 材 を 積 極 的 に 利 用 す る よ う 努

め る こ と 。  
● 道 路 か ら 見 え る 外 壁 の 基 調 色 は ，マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ，無 彩 色（ 明

度 １ か ら ９ ． ５ ま で ） 又 は 低 彩 度 の 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か ら ５ Ｙ ま で

又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ Ｒ ま で ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 １ か ら ８ ま で ） と

す る 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材 （ 石 ， 木 ，

土 ， ガ ラ ス 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  
● 屋 根 の 色 彩 は ， 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と す る こ と 。  
● 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は ， 茶 系 又 は 黒 褐 色 系 を 基 本 と す る こ と 。  

建 築 設  
備 等  

● 屋 外 階 段 ， 室 外 機 ， 屋 外 配 管 等 の 建 築 設 備 は ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に は

設 置 し な い こ と 。 た だ し ， や む を 得 ず 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 す る 場

合 に は ， 植 栽 ， 格 子 ， ル ー バ ー 等 の 目 隠 し 修 景 に よ り ， 外 部 に 露 出 さ せ

な い 工 夫 を す る こ と 。  
● 太 陽 光 発 電 設 備 等 を 設 置 す る 場 合 は ， 道 路 か ら 見 え る 場 所 に は 設 置 し な

い よ う 努 め る こ と 。  

附 属 建  
築 物 等  
（ 門 ，  
塀 等 ）  

● 通 り に 面 す る 門 及 び 塀 の 主 た る 部 分 に つ い て は ， 木 材 ， 漆 く い 等 の 伝 統

的 な 素 材 を 用 い て 仕 上 げ る よ う 努 め る こ と 。  
● 通 り に 面 し な い 門 及 び 塀 も ， で き る 限 り 前 記 の 形 態 意 匠 と な る よ う 努 め

る こ と 。  
● 建 築 物 の 外 壁 が 道 路 境 界 線 か ら 後 退 し て い る 場 合 は ， 道 路 境 界 線 沿 い に

門 ， 塀 等 を 設 置 し ， ま ち な み の 連 続 性 を 確 保 す る よ う 努 め る こ と 。  

外 構  

● 敷 地 内 に 既 存 の 庭 が あ る 場 合 は ， で き る 限 り 保 全 及 び 活 用 す る こ と 。  
● 屋 外 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け る 場 合 は ，玄 関 ま わ り を 含 め た 緑 化 修 景 や 生 垣 ，

板 塀 ， 格 子 戸 等 に よ る 目 隠 し 修 景 に 努 め る こ と 。  
● ゴ ミ 集 積 場 ， 駐 輪 場 等 を 設 置 す る 場 合 は ， 通 り か ら の 見 え 方 に 配 慮 し た

配 置 と し ， 適 正 な 修 景 を 行 う こ と 。  
● 前 面 道 路 に 門 や 塀 を 設 け な い 場 合 は ， 生 垣 等 の 緑 化 に 努 め る こ と 。  

そ の 他  

● 屋 外 照 明 に つ い て は ， ま ち な み の 景 観 に 調 和 す る も の と し ， 過 剰 な 光 量

と し な い こ と 。  
● 敷 地 内 に 歴 史 的 な 建 造 物 な ど が あ る 場 合 は ， 積 極 的 に こ れ ら を 活 か す こ

と 。  

工

作

物  

高 さ  
● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 た だ し ， 架 空 電 線 路 用 等

の 工 作 物 は ， こ の 限 り で は な い 。  
● 周 囲 の 建 築 物 よ り 突 出 し た も の と し な い こ と 。  

形 態 意  
匠 及 び  

● ま ち な み の 景 観 と 調 和 す る 形 態 意 匠 及 び 色 彩 と す る こ と 。  
● 仕 上 げ 材 は ， ま ち な み の 景 観 と 調 和 す る よ う な 修 景 措 置 を 施 す よ う 工 夫

色 彩  ● 道 路 か ら 見 え る 部 分 は ， 和 の 風 情 に 配 慮 し た 形 態 意 匠 と す る よ う 努 め る

こ と 。  
● 屋 根 の 形 状 は ， 勾 配 屋 根 と す る な ど ， 周 辺 の 景 観 と の 調 和 に 配 慮 す る こ

と 。  
● 木 材 や 漆 く い ， 石 ， 日 本 瓦 等 の 伝 統 的 な 素 材 を 積 極 的 に 利 用 す る よ う 努

め る こ と 。  
● 道 路 か ら 見 え る 外 壁 の 基 調 色 は ，マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ，無 彩 色（ 明

度 １ か ら ９ ． ５ ま で ） 又 は 低 彩 度 の 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か ら ５ Ｙ ま で

又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ Ｒ ま で ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 １ か ら ８ ま で ） と

す る 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材 （ 石 ， 木 ，

土 ， ガ ラ ス 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  
● 屋 根 の 色 彩 は ， 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と す る こ と 。  
● 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は ， 茶 系 又 は 黒 褐 色 系 を 基 本 と す る こ と 。  

建 築 設  
備 等  

● 屋 外 階 段 ， 室 外 機 ， 屋 外 配 管 等 の 建 築 設 備 は ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に は

設 置 し な い こ と 。 た だ し ， や む を 得 ず 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 す る 場

合 に は ， 植 栽 ， 格 子 ， ル ー バ ー 等 の 目 隠 し 修 景 に よ り ， 外 部 に 露 出 さ せ

な い 工 夫 を す る こ と 。  
● 太 陽 光 発 電 設 備 等 を 設 置 す る 場 合 は ， 道 路 か ら 見 え る 場 所 に は 設 置 し な

い よ う 努 め る こ と 。  

附 属 建  
築 物 等  
（ 門 ，  
塀 等 ）  

● 通 り に 面 す る 門 及 び 塀 の 主 た る 部 分 に つ い て は ， 木 材 ， 漆 く い 等 の 伝 統

的 な 素 材 を 用 い て 仕 上 げ る よ う 努 め る こ と 。  
● 通 り に 面 し な い 門 及 び 塀 も ， で き る 限 り 前 記 の 形 態 意 匠 と な る よ う 努 め

る こ と 。  
● 建 築 物 の 外 壁 が 道 路 境 界 線 か ら 後 退 し て い る 場 合 は ， 道 路 境 界 線 沿 い に

門 ， 塀 等 を 設 置 し ， ま ち な み の 連 続 性 を 確 保 す る よ う 努 め る こ と 。  

外 構  

● 敷 地 内 に 既 存 の 庭 が あ る 場 合 は ， で き る 限 り 保 全 及 び 活 用 す る こ と 。  
● 屋 外 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け る 場 合 は ，玄 関 ま わ り を 含 め た 緑 化 修 景 や 生 垣 ，

板 塀 ， 格 子 戸 等 に よ る 目 隠 し 修 景 に 努 め る こ と 。  
● ゴ ミ 集 積 場 ， 駐 輪 場 等 を 設 置 す る 場 合 は ， 通 り か ら の 見 え 方 に 配 慮 し た

配 置 と し ， 適 正 な 修 景 を 行 う こ と 。  
● 前 面 道 路 に 門 や 塀 を 設 け な い 場 合 は ， 生 垣 等 の 緑 化 に 努 め る こ と 。  

そ の 他  

● 屋 外 照 明 に つ い て は ， ま ち な み の 景 観 に 調 和 す る も の と し ， 過 剰 な 光 量

と し な い こ と 。  
● 敷 地 内 に 歴 史 的 な 建 造 物 な ど が あ る 場 合 は ， 積 極 的 に こ れ ら を 活 か す こ

と 。  

工

作

物  

高 さ  
● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 た だ し ， 架 空 電 線 路 用 等

の 工 作 物 は ， こ の 限 り で は な い 。  
● 周 囲 の 建 築 物 よ り 突 出 し た も の と し な い こ と 。  

形 態 意  
匠 及 び  

● ま ち な み の 景 観 と 調 和 す る 形 態 意 匠 及 び 色 彩 と す る こ と 。  
● 仕 上 げ 材 は ， ま ち な み の 景 観 と 調 和 す る よ う な 修 景 措 置 を 施 す よ う 工 夫



注  通りと は，市道 中央３－１ １号線を いいます。  
 
エ  旧小澤 家住宅周 辺地区  （ 略 ）  
届出対象行 為  （ 略 ）  
景観形成基 準  

色 彩  す る こ と 。  
● 色 彩 は ，マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ，ま ち な み の 景 観 と 調 和 を 保 つ よ う ，

無 彩 色 （ 明 度 １ か ら ９ ． ５ ま で ） 又 は 低 彩 度 の 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か

ら ５ Ｙ ま で 又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ Ｒ ま で ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 １ か ら

８ ま で ） と す る 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（ 石 ， 木 ， 土 ， ガ ラ ス 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  
自 動 販  
売 機  

● 自 動 販 売 機 は ， 通 り か ら 見 え る 場 所 に 設 置 し な い こ と 。  

木 竹  

● 塀 越 し に 見 え る 黒 松 な ど ， 既 存 の 樹 木 を 活 用 し つ つ ， 道 路 沿 い に 高 木 を

配 置 す る な ど ま ち な み の 演 出 に 努 め る こ と 。  
● 通 り か ら 見 え る 樹 木 の 樹 種 は ， 区 域 内 の 和 風 庭 園 に 用 い ら れ て い る 樹 種

を 選 定 す る こ と 。  
● 樹 高 ５ メ ー ト ル を 超 え る 樹 木 を 伐 採 し な い よ う 努 め る こ と 。 た だ し ， や

む を 得 ず 伐 採 し な け れ ば な ら な い と き は ，こ れ に 代 わ る 植 栽 を 行 う こ と 。 

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  

● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 ， か つ ， ３ 階 建 て 以 下 と す る こ と 。 た だ し ，

こ の 特 別 区 域 施 行 の 際 ， こ れ を 超 え て い た 建 築 物 の 増 築 ， 改 築 ， 移 転 又 は 改 修

に つ い て は ， 既 存 の 高 さ 及 び 階 数 を 超 え な い こ と 。  

配 置  

● 壁 面 を 道 路 境 界 に 揃 え ， 壁 面 の 連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

● 道 路 に 面 す る ３ 階 以 上 の 壁 面 は ， 道 路 側 へ の 圧 迫 感 を 軽 減 す る よ う ， 道 路 か ら

９ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 上 後 退 す る よ う 努 め る こ と 。  

形 態 意  

匠 及 び  

色 彩  

● 歴 史 的 建 築 物 に つ い て は ， 建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。

た だ し ， こ れ が 難 し い 場 合 や 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物 に つ い て は ， 歴 史 的 な

ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。  

● 歴 史 的 建 築 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は ， 避 け る こ と 。  

● 道 路 か ら 見 え る 外 壁 の 色 彩 は ， マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら ６ ま で ） 又 は 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か ら ５ Ｙ ま で 又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ

Ｒ ま で ，彩 度 ４ 以 下 ，明 度 ２ か ら ６ ま で ）と す る こ と 。強 調 色  （ ア ク セ ン ト カ

ラ ー ） に つ い て は 色 相 を 限 定 せ ず ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 ２ か ら ８ ま で と し ， 強 調

色 を 使 用 す る 面 積 （ 複 数 の 強 調 色 を 使 用 す る 場 合 に あ っ て は ， そ の 合 計 面 積 ）

は ， 使 用 す る 壁 面 の １ ０ 分 の １ 以 内 と す る こ と 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色

を 施 し て い な い 自 然 素 材 （ 石 ， 木 ， 土 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  

● 屋 根 の 色 彩 は ， 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と す る こ と 。  

● 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は ， 茶 系 又 は 黒 褐 色 系 を 基 本 と す る こ と 。  

● 木 材 や 漆 く い ， 石 ， 日 本 瓦 等 の 当 該 区 域 内 に あ る 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 に 使

注  通 り と は ， 市 道 中 央 ３ － １ １ 号 線 を い い ま す 。  

 
エ  旧小澤 家住宅周 辺地区  （ 略 ）  
届出対象行 為  （ 略 ）  
景観形成基 準  

色 彩  す る こ と 。  
● 色 彩 は ，マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ，ま ち な み の 景 観 と 調 和 を 保 つ よ う ，

無 彩 色 （ 明 度 １ か ら ９ ． ５ ま で ） 又 は 低 彩 度 の 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か

ら ５ Ｙ ま で 又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ Ｒ ま で ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 １ か ら

８ ま で ） と す る 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（ 石 ， 木 ， 土 ， ガ ラ ス 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  
自 動 販  
売 機  

● 自 動 販 売 機 は ， 通 り か ら 見 え る 場 所 に 設 置 し な い こ と 。  

木 竹  

● 塀 越 し に 見 え る 黒 松 な ど ， 既 存 の 樹 木 を 活 用 し つ つ ， 道 路 沿 い に 高 木 を

配 置 す る な ど ま ち な み の 演 出 に 努 め る こ と 。  
● 通 り か ら 見 え る 樹 木 の 樹 種 は ， 区 域 内 の 和 風 庭 園 に 用 い ら れ て い る 樹 種

を 選 定 す る こ と 。  
● 樹 高 ５ メ ー ト ル を 超 え る 樹 木 を 伐 採 し な い よ う 努 め る こ と 。 た だ し ， や

む を 得 ず 伐 採 し な け れ ば な ら な い と き は ，こ れ に 代 わ る 植 栽 を 行 う こ と 。 

対 象 事 項  景 観 形 成 基 準 (行 為 制 限 )  

建

築

物  

高 さ  

● 敷 地 地 盤 面 か ら １ ２ メ ー ト ル 以 下 ， か つ ， ３ 階 建 て 以 下 と す る こ と 。 た だ し ，

こ の 特 別 区 域 施 行 の 際 ， こ れ を 超 え て い た 建 築 物 の 増 築 ， 改 築 ， 移 転 又 は 改 修

に つ い て は ， 既 存 の 高 さ 及 び 階 数 を 超 え な い こ と 。  

配 置  

● 壁 面 を 道 路 境 界 に 揃 え ， 壁 面 の 連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

● 道 路 に 面 す る ３ 階 以 上 の 壁 面 は ， 道 路 側 へ の 圧 迫 感 を 軽 減 す る よ う ， 道 路 か ら

９ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 上 後 退 す る よ う 努 め る こ と 。  

形 態 意  

匠 及 び  

色 彩  

● 歴 史 的 建 築 物 に つ い て は ， 建 築 当 初 の 外 観 を 尊 重 し て 維 持 や 復 原 を す る こ と 。

た だ し ， こ れ が 難 し い 場 合 や 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物 に つ い て は ， 歴 史 的 な

ま ち な み に 調 和 し た 外 観 と す る こ と 。  

● 歴 史 的 建 築 物 で 用 い ら れ る 意 匠 の 安 易 な 模 倣 は ， 避 け る こ と 。  

● 道 路 か ら 見 え る 外 壁 の 色 彩 は ， マ ン セ ル 値 に よ る も の と し ， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら ６ ま で ） 又 は 茶 系 色 （ 色 相 ２ ． ５ Ｙ か ら ５ Ｙ ま で 又 は ２ ． ５ Ｙ Ｒ か ら １ ０ Ｙ

Ｒ ま で ，彩 度 ４ 以 下 ，明 度 ２ か ら ６ ま で ）と す る こ と 。強 調 色  （ ア ク セ ン ト カ

ラ ー ） に つ い て は 色 相 を 限 定 せ ず ， 彩 度 ４ 以 下 ， 明 度 ２ か ら ８ ま で と し ， 強 調

色 を 使 用 す る 面 積 （ 複 数 の 強 調 色 を 使 用 す る 場 合 に あ っ て は ， そ の 合 計 面 積 ）

は ， 使 用 す る 壁 面 の １ ０ 分 の １ 以 内 と す る こ と 。 た だ し ， 表 面 に 装 飾 的 な 着 色

を 施 し て い な い 自 然 素 材 （ 石 ， 木 ， 土 等 ） 本 来 の 色 彩 は ， こ の 限 り で は な い 。  

● 屋 根 の 色 彩 は ， 黒 又 は グ レ ー 系 を 基 本 と す る こ と 。  

● 外 部 に 面 す る 建 具 の 色 彩 は ， 茶 系 又 は 黒 褐 色 系 を 基 本 と す る こ と 。  

● 木 材 や 漆 く い ， 石 ， 日 本 瓦 等 の 当 該 区 域 内 に あ る 歴 史 的 建 築 物 の 建 築 当 初 に 使



 
 
（３）適用 除外  

以 下 に 該 当 す る 文 化 財 建 造 物 は 一 般 区 域 及 び 特 別 区 域 に お い て 景 観 形 成 基 準 を 適 用

しない。  

①文化財保 護法（昭 和２５年法 律第２１ ４号）の規定 により 重要文化財、重要有 形民俗

文化財、史 跡名勝天 然記念物に 指定され た建築物及 び工作物  

②文化財保 護法の規 定により有 形文化財 に登録され た建築物 及び工作物  

③新潟県文 化財保護 条例（昭和４ ８年新 潟県条例第 ３３号）の規定によ り文化財 に指定

された建築 物及び工 作物  

④新潟市文 化財保護 条例（昭和４ ７年新 潟市条例第 ４号）の 規定により 文化財に 指定さ

れた建築物 及び工作 物  

 
 
４  景観 重 要建 造物 及び 景観 重 要樹 木の 指定 の方 針 (法第 ８ 条第 ２項 第 ３号 関係 )  
 
  (略 )  
 
 
５  屋 外 広 告 物 の 表 示 及 び 屋 外 広 告 物 を 掲 出 す る 物 件 の 設 置 に 関 す る 行 為 の 制 限 に 関 す

る事 項 (法 第 ８条 第 ２項 第４ 号 イ関 係 ) 

 

 

用 さ れ て い た 自 然 素 材 を 積 極 的 に 用 い る よ う 努 め る こ と 。  

● 外 部 に 面 す る 建 具 は ， 木 製 を 基 本 と し ， ア ル ミ 等 他 の 素 材 を 用 い る 場 合 に は 縦

桟 又 は 格 子 を つ け る よ う 努 め る こ と 。  

● 歴 史 的 建 築 物 の 屋 根 形 状 に つ い て は ， 建 築 当 初 の 形 状 を 維 持 し ， 又 は そ の 形 状

が 改 変 さ れ て い る 場 合 は 復 原 す る よ う 努 め る こ と 。 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物

の 屋 根 形 状 に つ い て は ， 二 方 向 以 上 に 流 れ る 勾 配 屋 根 を 基 本 と す る こ と 。  

● 上 大 川 前 通 り （ 市 道 上 大 川 前 通 本 町 通 線 ） に 棟 が 平 行 し ， か つ ， 上 大 川 前 通 り

か ら 見 て 間 口 よ り も 奥 行 き が 長 い 建 物 形 態 は 避 け る よ う 努 め る こ と 。  

建 築 設  

備 等  

● 屋 外 階 段 ， 室 外 機 ， 屋 外 配 管 等 の 建 築 設 備 は ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 し な

い よ う 努 め る こ と 。 た だ し ， や む を 得 ず 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 す る 場 合 に

は ， 歴 史 的 な ま ち な み と 調 和 し た 素 材 や 色 彩 ， 意 匠 の 目 隠 し 等 に よ り 修 景 す る

よ う 努 め る こ と 。  

● 太 陽 光 発 電 設 備 を 設 置 す る 場 合 は ， 道 路 か ら 見 え る 場 所 に は 設 置 し な い よ う 努

め る こ と 。  

● 屋 外 照 明 は ， 過 剰 な 光 量 や 昼 光 色 を 避 け る よ う 努 め る こ と 。  

外 構  
● 屋 外 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け る 場 合 は ， 道 路 境 界 沿 い に 門 ， 塀 等 を 設 置 し ， 壁 面 の

連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  景観 重 要建 造物 及び 景観 重 要樹 木の 指定 の方 針 (法第 ８ 条第 ２項 第 ３号 関係 ) 

 

  (略 )  
 

 

５  屋 外 広 告 物 の 表 示 及 び 屋 外 広 告 物 を 掲 出 す る 物 件 の 設 置 に 関 す る 行 為 の 制 限 に 関 す

る事 項 (法 第 ８条 第 ２項 第４ 号 イ関 係 ) 

 

 

用 さ れ て い た 自 然 素 材 を 積 極 的 に 用 い る よ う 努 め る こ と 。  

● 外 部 に 面 す る 建 具 は ， 木 製 を 基 本 と し ， ア ル ミ 等 他 の 素 材 を 用 い る 場 合 に は 縦

桟 又 は 格 子 を つ け る よ う 努 め る こ と 。  

● 歴 史 的 建 築 物 の 屋 根 形 状 に つ い て は ， 建 築 当 初 の 形 状 を 維 持 し ， 又 は そ の 形 状

が 改 変 さ れ て い る 場 合 は 復 原 す る よ う 努 め る こ と 。 歴 史 的 建 築 物 以 外 の 建 築 物

の 屋 根 形 状 に つ い て は ， 二 方 向 以 上 に 流 れ る 勾 配 屋 根 を 基 本 と す る こ と 。  

● 上 大 川 前 通 り （ 市 道 上 大 川 前 通 本 町 通 線 ） に 棟 が 平 行 し ， か つ ， 上 大 川 前 通 り

か ら 見 て 間 口 よ り も 奥 行 き が 長 い 建 物 形 態 は 避 け る よ う 努 め る こ と 。  

建 築 設  

備 等  

● 屋 外 階 段 ， 室 外 機 ， 屋 外 配 管 等 の 建 築 設 備 は ， 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 し な

い よ う 努 め る こ と 。 た だ し ， や む を 得 ず 道 路 か ら 見 え る 位 置 に 設 置 す る 場 合 に

は ， 歴 史 的 な ま ち な み と 調 和 し た 素 材 や 色 彩 ， 意 匠 の 目 隠 し 等 に よ り 修 景 す る

よ う 努 め る こ と 。  

● 太 陽 光 発 電 設 備 を 設 置 す る 場 合 は ， 道 路 か ら 見 え る 場 所 に は 設 置 し な い よ う 努

め る こ と 。  

● 屋 外 照 明 は ， 過 剰 な 光 量 や 昼 光 色 を 避 け る よ う 努 め る こ と 。  

外 構  
● 屋 外 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け る 場 合 は ， 道 路 境 界 沿 い に 門 ， 塀 等 を 設 置 し ， 壁 面 の

連 続 性 を 維 持 す る よ う 努 め る こ と 。  



屋外広告物 を設置す る場合は ，掲出方 法 ，掲出数 ，意匠 ，形 状，高さ ，面積 ，色 彩に

配慮し，設 置する建 築物や周辺 のまちな みと調和し たものと する。  

併せて，下記 の特別 区域につい ては，そ の地域特性 に合わせ た配慮を行 うものと する。 

 
 地区名  配慮事項  

イ  信 濃 川 本 川 大 橋 下 流

沿岸地区  

信濃川本川 大橋下流 沿岸地区（ 万代シテ イ広告物活 用地

区は除く 。）にお い ては、萬代 橋や開放 的な景観に 調和す

るよう、以 下の事項 に配慮する こと。  

●屋上広告 は以下の とおりとす る。  

【 高 さ 】地上から高 さ１０メ ートル以下  

●壁面広告 は以下の とおりとす る。  

【 高 さ 】地上か ら高さ１０ メートル 以下（自家 用広告

物等（ビル 又は建物 の名称及び 社章等に 限

る。）を 除く 。）  

【 そ の 他 】地 上 か ら の 高 さ １ ０ メ ー ト ル を 超 え る 場 合

は、切り文 字又は箱 文字とする こと。  

地 上 か ら の 高 さ １ ０ メ ー ト ル を 超 え る 場 合

は 、バ ッ ク ラ イト 式 又 は箱 文 字 内 照式 と す る

こと。  

●突出広告 は以下の とおりとす る。  

【 高 さ 】地上か らの高さ１ ０メート ル以下  

●野立て広 告塔・野 立て広告板 は以下の とおりとす る。  

【 高 さ 】地上か らの高さ１ ０メート ル以下  

ウ  旧 齋 藤 家 別 邸 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み の イ メ ー ジ に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項

に配慮する こと。  

●非自家用 広告物は 設置しない こと。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は

設置しない こと。  

●広告物の 色彩は ，マンセル値 によるも のとし ，歴史的 な

まちなみと 調和する よう，無 彩色（明度 １から９ ．５ま

で）又は 低彩度の 茶 系色（色 相２ ．５Ｙ から５Ｙま で又

は２．５ ＹＲから １ ０ＹＲまで ，彩度 ４ 以下，明 度１か

ら８まで ）とする 。ただし，表面に装 飾 的な着色を 施し

ていない自 然素材（ 石，木，土，ガ ラス 等）本来の色 彩

は，この限 りではな い。  

●屋外広告 物の上端 は高さ５メ ートル以 下とするこ と。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 屋 上 広 告 は 設 置 し な い こ

と。た だし ，本屋の 外壁に接し て設けら れた片流れ の屋

根について はこの限 りでない。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 突 出 広 告 は 設 置 し な い こ

屋外広告物 を設置す る場合は ，掲出方 法 ，掲出数 ，意匠 ，形 状，高さ ，面積 ，色 彩に

配慮し，設 置する建 築物や周辺 のまちな みと調和し たものと する。  

併せて，下記 の特別 区域につい ては，そ の地域特性 に合わせ た配慮を行 うものと する。 

 

 地区名  配慮事項  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  旧 齋 藤 家 別 邸 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み の イ メ ー ジ に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項

に配慮する こと。  

●非自家用 広告物は 設置しない こと。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は

設置しない こと。  

●広告物の 色彩は ，マンセル値 によるも のとし ，歴史的 な

まちなみと 調和する よう，無 彩色（明度 １から９ ．５ま

で）又は 低彩度の 茶 系色（色 相２ ．５Ｙ から５Ｙま で又

は２．５ ＹＲから １ ０ＹＲまで ，彩度 ４ 以下，明 度１か

ら８まで ）とする 。ただし，表面に装 飾 的な着色を 施し

ていない自 然素材（ 石，木，土，ガ ラス 等）本来の色 彩

は，この限 りではな い。  

●屋外広告 物の上端 は高さ５メ ートル以 下とするこ と。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 屋 上 広 告 は 設 置 し な い こ

と。た だし ，本屋の 外壁に接し て設けら れた片流れ の屋

根について はこの限 りでない。  

● 建 築 物 又 は 工 作 物 を 利 用 す る 突 出 広 告 は 設 置 し な い こ



と。  

● 電 柱 又 は 街 灯 柱 等 を 利 用 す る 巻 付 広 告 及 び 直 接 塗 装 広

告，袖付広 告は設置 しないこと 。  

●野立て広 告塔，野 立て広告板 は，総 表 示面積を１ ．６平

方メートル 以内 ，か つ１面０ ．５平 方メ ートル以内 とす

ること。  

●アーチ広 告，アド バルーン，つ り下げ 広告，広告幕，懸

垂幕，はり 紙，はり 札等は設置 しないこ と。  

エ  旧 小 澤 家 住 宅 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項 に 配 慮 す る

こと。  

 

●非自家用 広告物は 設置しない こと 。た だし，当該区域 内

の催しに関 わるもの は除く。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は

設置しない こと。  

●屋上広告 ，突出 広 告，巻付 広告及び 直 接塗装広告 ，袖付

広 告  ， アー チ 広 告 ， アド バ ル ー ン ，つ り 下げ 広 告 ， 懸

垂幕は設置 しないこ と。  

●１営業所 等につき ，総表示面 積を 10 平方メート ル以内

とすること 。  

●壁面広告 は以下の 通りとする 。  

【 高 さ 】地 上 から の 高 さ ４ ． ５ メ ート ル 以 下 （ 自 家 用 広

告 物 等 （ ビ ル 又 は 建 物 の 名 称 及 び 社 章 等 に 限

る。）を 除く 。）  

【表示面積】３平方メー トル以内  

【 色 彩 】マ ン セル 値 に よ る も の と し， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら９．５ まで）又は 茶系色（ 色相２ ．５ Ｙから

５Ｙまで又 は２ ．５ ＹＲから１ ０ＹＲま で，彩

度４以下，明度２か ら６まで）とする 。ただし，

表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（石，木 ，土等 ）本 来の色彩は ，この 限 りでは

ない。  

【その他】建 築 物の 壁 面 に 直 接 塗 装 する 広 告 物 と し な い こ

と。  

●野立て広 告塔・野 立て広告板 は以下の 通りとする 。  

【 高 さ 】地上からの 高さ２メ ートル以下  

【表示面積】１平方メー トル以内  

【 色 彩 】マ ン セル 値 に よ る も の と し， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら９．５ まで）又は 茶系色（ 色相２ ．５ Ｙから

５Ｙまで又 は２ ．５ ＹＲから１ ０ＹＲま で，彩

と。  

● 電 柱 又 は 街 灯 柱 等 を 利 用 す る 巻 付 広 告 及 び 直 接 塗 装 広

告，袖付広 告は設置 しないこと 。  

●野立て広 告塔，野 立て広告板 は，総 表 示面積を１ ．６平

方メートル 以内 ，か つ１面０ ．５平 方メ ートル以内 とす

ること。  

●アーチ広 告，アド バルーン，つ り下げ 広告，広告幕，懸

垂幕，はり 紙，はり 札等は設置 しないこ と。  

エ  旧 小 澤 家 住 宅 周 辺 地

区  

歴 史 的 ま ち な み に 調 和 す る よ う 以 下 の 事 項 に 配 慮 す る

こと。  

 

●非自家用 広告物は 設置しない こと 。た だし，当該区域 内

の催しに関 わるもの は除く。  

● デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ や 光 源 が 点 滅 す る 電 光 掲 示 板 等 は

設置しない こと。  

●屋上広告 ，突出 広 告，巻付 広告及び 直 接塗装広告 ，袖付

広 告  ， アー チ 広 告 ， アド バ ル ー ン ，つ り 下げ 広 告 ， 懸

垂幕は設置 しないこ と。  

●１営業所 等につき ，総表示面 積を 10 平方メート ル以内

とすること 。  

●壁面広告 は以下の 通りとする 。  

【 高 さ 】地 上 から の 高 さ ４ ． ５ メ ート ル 以 下 （ 自 家 用 広

告 物 等 （ ビ ル 又 は 建 物 の 名 称 及 び 社 章 等 に 限

る。）を 除く 。）  

【表示面積】３平方メー トル以内  

【 色 彩 】マ ン セル 値 に よ る も の と し， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら９．５ まで）又は 茶系色（ 色相２ ．５ Ｙから

５Ｙまで又 は２ ．５ ＹＲから１ ０ＹＲま で，彩

度４以下，明度２か ら６まで）とする 。ただし，

表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（石，木 ，土等 ）本 来の色彩は ，この 限 りでは

ない。  

【その他】建 築 物の 壁 面 に 直 接 塗 装 する 広 告 物 と し な い こ

と。  

●野立て広 告塔・野 立て広告板 は以下の 通りとする 。  

【 高 さ 】地上からの 高さ２メ ートル以下  

【表示面積】１平方メー トル以内  

【 色 彩 】マ ン セル 値 に よ る も の と し， 無 彩 色 （ 明 度 ２ か

ら９．５ まで）又は 茶系色（ 色相２ ．５ Ｙから

５Ｙまで又 は２ ．５ ＹＲから１ ０ＹＲま で，彩



度４以下，明度２か ら６まで）とする 。ただし，

表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（石，木 ，土等 ）本 来の色彩は ，この 限 りでは

ない。  

●広告幕は 以下の通 りとする。  

【大きさ】幅３メート ル以下， 長さ３メー トル以下  

 
 
 
 
 

度４以下，明度２か ら６まで）とする 。ただし，

表 面 に 装 飾 的 な 着 色 を 施 し て い な い 自 然 素 材

（石，木 ，土等 ）本 来の色彩は ，この 限 りでは

ない。  

●広告幕は 以下の通 りとする。  

【大きさ】幅３メート ル以下， 長さ３メー トル以下  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 


